
R7.10.16 開催 

「総合計画第２期実行計画（令和３年度～令和６年度） 

進捗状況報告書」について 

予算決算常任委員会全体会 

 

 

 それでは、総合計画第２期実行計画進捗状況報告書に基づいて

報告します。 

まず、報告書の３ページをお願いします。 

大津市総合計画は、平成２９年度から令和１０年度までの１２

年間を期間とする基本構想と、基本構想に掲げる将来都市像の実

現のための各施策を定めた４年毎の実行計画で構成しています。 

第２期実行計画の計画期間は、令和３年度から令和６年度まで

の４年間であり、３ページ及び４ページでは、その施策体系を記

載しています。 

計画の進捗管理として、毎年度、各施策の指標の実績と主な取

組事業の実施状況から各施策の進捗を評価し、各部局における今

後の方向性の確認と次年度に向けた取組のブラッシュアップにつ

なげています。 

５ページをお願いします。 

令和６年度の各施策の進捗状況についてです。 

第２期実行計画では、３５の施策について、７５の指標を設定

しています。 

表２は、それらの指標について、令和６年度の目標値に対する

実績値と目標値に対する達成率を記載しています。 

表１は、目標値の達成率ごとに該当する指標の数を整理した表

です。 

全体の７７％にあたる５８指標について、目標値に対する達成



率が７５％以上であり、令和６年度の指標の全体の達成状況とし

ては、概ね順調と評価しました。 

また、目標値に対する達成率が６０％未満であった８指標は、

社会情勢の変化による影響を受けたものや、外的な要因に左右さ

れやすい指標を設定していたことによるもの、事業の手法等を見

直したことによる影響を受けたものです。 

 １０ページをお願いします。 

 １０ページから１９ページまでは、第２期実行計画の計画期間

である令和３年度から令和６年度までの４年間の各施策の進捗状

況についてです。 

 １１ページの表４は、１０ページに記載しております基準に基

づき評価した施策ごとの結果を記載しております。 

表３は、評価区分ごとに該当する施策の数を整理した表です。 

全体の８６％に当たる３０の施策が「順調」又は「概ね順調」

という結果となったことから、第２期実行計画の４年間の進捗結

果としては、概ね順調に進捗したものと評価しました。 

「やや不調」、「不調」となった施策の多くは、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の影響を受け、５類移行後もコロナ禍前の

状態まで回復に至らなかったものであり、このほかには、コロナ

禍を経て社会情勢が変化したことによる影響を受けたものや、外

的な要因に左右されやすい指標を設定していた施策となっており

ます。 

 ２０ページ及び２１ページは、「大津市総合計画等策定懇談会」

の座長を務めていただいている龍谷大学名誉教授西垣氏による

「大津市総合計画第２期実行計画進捗状況報告書に係る意見書」

となります。 

 意見書には、「大津市総合計画第２期実行計画」の進捗状況は、

いくつかの指標において低くとどまるものもあったが、計画期間



の前半が新型コロナウイルス感染症の蔓延下にあったこと、各施

策の年次ごとの達成度が向上しているものがあることなど、総合

的に判断すればその趣旨に即しておおむね良好な進捗状況を達成

しているものと判断でき、この点は、懇談会においても大方の同

意が得られたことが記載されています。 

２２ページから５６ページまでは、３５の施策ごとに、指標の

実績値をグラフ形式で記載するとともに、令和６年度の主な取組

事業及び指標の実績についての評価並びに第２期実行計画の総括

について記載しております。 

５７ページをお願いします。 

施策の推進に当たっては、部局横断的に取り組んでいるもので

すが、各施策の進捗状況をとりまとめる主管課を記載しています。 

５８ページをお願いします。 

５８ページ以降は、令和６年度の各施策の主な取組における主

要事業の一覧を資料として記載しております。 

リーディングプロジェクトに関連する事業については、事務事

業名称の前に関連するプロジェクト名を記載していますので、ご

参照いただきますようお願いします。 

以上、説明といたします。 


